
朝
敵
|か
ヲ将
合軍
記か

巻
十
四
後
半
部
に
つ
い
て

「
君
ノ
厚
恩
」
を
口
に
し
て
挙
兵
を
巨
絶
し
て
い
た
足
利
尊
氏
も
、
弟
の
直
義

(注
l

d

f

が
「
給
旨
」
(
実
は
上
杉
重
能
が
書
い
た
も
の
)
を
見
せ
て
説
得
し
た
こ
と
に

(注
2
)

よ
っ
て
、
「
一
門
ノ
浮
沈
、
此
時
ニ
テ
候
ケ
ル
。
サ
ラ
パ
無
レ
力
」
と
挙
兵
を
決

意
し
た
。
こ
う
し
て
、
形
の
上
で
は
「
朝
敵
」
と
な
っ
た
尊
氏
と
、
「
官
軍
」
の
新
田

義
貞
と
が
対
決
す
る
の
が
、

『太
平
記
』
巻
十
四
前
半
部
(
一
「
新
田
足
利
確

執
奏
獄
事
」
、
二
「
節
度
使
下
向
事
」
、
三
「
矢
矧
鷺
坂
手
超
河
原
闘
事
」
、
四

「
箱
板
竹
下
合
戦
事
」
、
五

「官
軍
引
退
箱
根
事
」
)
で
あ
る
。

箱
根
・
竹
下
合
戦
で
、
足
利
軍
に
圧
倒
さ
れ
た
官
軍
は
、
尾
張
固
ま
で
退
く

こ
と
と
な
る
が
、
第
五
章
で
は
、
む
し
ろ
宮
軍
側
の
篠
塚
・
栗
生
・
名
張
ら
の

勇
猛
な
活
躍
が
目
立
つ
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
「
昨
日
マ
デ
二
蔦
鈴
騎

有
ツ
ル
勢
、
十
方
へ
落
失
テ
十
分
ガ

一
モ
ナ
カ
リ
ケ
リ
」
と
い
う
現
実
の
前
で

谷

土百

伊

太

雄

は
、
「
皇
居
ノ
事
オ
ボ
ツ
カ
ナ
ク
候
へ
パ
、
サ
ノ
ミ
都
遠
キ
所
ノ
長
居
ハ
然
ル

ベ
シ
共
存
候
ハ
ズ
」
と
す
る
大
将
達
の
意
見
に
、
義
貞
と
し
て
も
同
意
せ
ざ
る

を
え
な
か
っ
た
。

巻
十
四
後
半
部
の
章
立
て
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

六
、
諸
圏
朝
敵
蜂
起
事

七
、
将
軍
御
進
護
大
渡
山
崎
等
合
戦
事

八
、
主
上
都
落
事
付
勅
使
河
原
自
害
事

九
、
長
年
競
洛
事
付
内
裏
炎
上
事

十
、
将
軍
人
洛
事
付
親
光
討
死
事

十

一
、
坂
本
御
皇
居
弁
御
願
書
事

37-

第
六
章
冒
頭
の

「
ヵ
、
ル
慮
ご
と
い
う
の
は
、
第
五
章
の
状
況
を
総
括
し

た
上
で
の
官
官
十
側
に
立
つ
て
の
叙
述
の
始
ま
り
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

③
「
十
二
月
十
日
」
、
讃
岐
よ
り
高
松
頼
重
の
早
馬
が
到
着
。
「
去
月
二
十
六
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日
」
に
挙
兵
し
た

「足
利
ノ一

族
細
川
卿
律
師
定
調
」
が
三
千
余
騎
と
な

っ
て

京
都
に
攻
め
上
ろ
う
と
し
て
い
る
た
め

「御
用
心
有
ベ
シ
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
れ
に
対
し
て、

京
都
側
は
「
新
田
越
後
守
義
願
ヲ
大
将
ト
シ
テ、

結
城
・

名
和

・
楠
木
以
下
宗
ト
ノ
大
名
共
大
勢
ニ
テ
有
シ
カ
パ
」
「
何
程
/
事
カ
有
ル

ベ
キ
ト
、
サ
マ
デ
ノ
仰
天
モ
ナ
カ
」
っ
た
が
、
⑧

「同
十
一
日
」
、
備
前
の
児

島
高
徳
よ
り
早
馬
が
到
着
し、

「去
月
二
十
六
日
」
に
佐
々
木
信
胤
・
田
井
信

高
ら
が
細
川
定
禅
の
誘
い
を
受
け
て
備
前
で
挙
兵
し
、
「
其
翌
日
」
に
は

「小

坂
・
川
村

・
圧

・
員
壁

・
陶
山

・
成
合

・
那
須

・
市
川
以
下
、
悉
ク
朝
敵
-
一
馳

加
」
わ
り
、

「同
二
十
八
日
」
に
は
福
山
に
押
し
寄
せ
、
児
島

一
族
ら
が
応
戦

す
る
中
で

「野
心
ノ
園
人
等
、
忽
ニ
翻
テ
御
方
ヲ
射
」
た
た
め
、
備
前
に
退
き
、

守
護
の
松
田
盛
朝
ら
の
加
勢
を
得
て
合
戦
を
し
た
も
の
の
、
そ
の
松
田
が
敵
に

な
っ
た
た
め

「官
軍
数
十
人
討
レ
テ
、
熊
山
ノ
城

-一
引
箆
」

っ
た
、
す
る
と

「其
夜
」、
内
藤
弥
二
郎
が
「
御
方
ノ
陣
ニ
有
ナ
ガ
ラ
、
有
一
敵
ヲ
城
中
へ
引ー
と

れ
た
た
め
、

「諸
卒
悉
行
方
ヲ
知
ラ
ズ
没
落
」
し
て
し
ま
い
、
何
と
か
死
を
免

れ
た
高
徳
の

一
族
ら
が

「身
ヲ
山
林
に
隠
シ
、
討
手
ノ
下
向
」
を
待
っ
て
い
る

た
め
に

「若
早
速
ニ
御
勢
ヲ
下
サ
レ
ズ
パ
、
西
園
ノ
鋭
、
御
大
事
ニ
及
ブ
ベ

シ
」

と
い
う
、
要
請
を
含
む
長
い
報
告
で
あ

っ
た
。

こ
の
③
⑧
の
早
馬
が
「
天
聴
ヲ
驚
シ」
、
「
コ
ハ
如
何
ス
ベ
キ
ト
周
章
」
し
て

い
る
と
こ
ろ
へ
、

@
「
又
翌
日
ノ
午
魁
」
に
、
丹
波
の
碓
井
盛
景
よ
り
早
馬
が

到
着
。
久
下
時
重
ら
が
守
護
館
を
攻
撃
し
、
防
戦
し
た
も
の
の
敗
れ
て
摂
津
へ

退
い
た
こ
と
、
赤
松
円
心
は
「
野
心
ヲ
挟
ム
敗
、
返
答
ニ
モ
及
パ
ズ
」
、
む
し

ろ
「
将
軍
ノ
御
数
書
ト
続
シ
、
圏
中
ノ
勢
ヲ
相
催
ス
」
と
の
噂
さ
え
あ
る
こ
と、

「
但
馬
・
丹
後
・
丹
波
ノ
朝
敵
等
」
が
、
備
前
・
備
中
の
勢
と
同
時
に
、
山
陰

一

道

・
山
陽
道
よ
り
攻
め
上
る
と
の
こ
と
な
の
で

「
御
用
心
有
ル
ベ
シ
」
と
の
報

告
で
あ
っ
た
。

。
「
又
其
日
ノ
酉
魁
-
こ
能
登
国
石
動
山
の
衆
徒
よ
り
の
使
者
が
到
着
。

「去
月
二
十
七
日
」
に
越
中
守
護
普
門
利
清
達
が
「
将
軍
ノ
御
教
室
目
ヲ
以
テ
、

爾
園
ノ
勢
ヲ
集
メ
、
叛
逆
ヲ
企
」
て
、

石
動
山
に
立
箆
っ
た
国
司
中
院
定
清
は

戦
死
し
、

寺
院
は
全
焼
し
た
こ
と
、

「是
ヨ
リ
逆
徒
漏
猛
威
ヲ
振
テ
、
近
日
巳

三
尽
都
-
一
責
上
ラ
ン
」
と
し
て
い
る
た
め
急
い
で

「御
勢
」
を
派
遣
し
て
ほ
し

い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

「固定
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
」
、

⑤
加
賀

・
越
前
・
伊
予

・
長
門
・

安
芸

・
周
防

・
備

後

・
出
雲

・
伯
奮

・
因
幡
、
そ
の
他

「
五
畿

・
七
道

・
四
園

・
九
州
」
ま
で

「
残
所
ナ
ク
起
ル
」
と
の
報
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

そ
の
た
め
、
「
主
上
ヲ
始
メ

マ

イ
ラ
セ
テ
、

公
家
被
官
ノ
人
々
」
は

「濁
ト
シ
テ
肝
ヲ
消
サ
ズ
ト
云
事
」

が
な

か
っ
た
。

こ
の
結
果
、
尾
張
に
い
る
新
田
義
貞
に

「上
洛
ス
ベ
シ
」
と
伝
え
る
勅
使
と

し
て
、

「引
他
九
郎
」
が
派
遣
さ
れ
る。

引
他
は

「龍
馬
ヲ
給
テ
」
十
二
月
十

九
日
の

「辰
刻
」
に
京
都
を
出
立
し
、

「午
刻
し
に
は

「近
江
園
愛
智
川
ノ
宿
」

に
着
い
た
が、

龍
馬
が
急
死
し
た
た
め
、
馬
を
次
々
に
乗
替
え
て
尾
張
に
到
着

し
た
。
報
告
を
受
け
た
新
田
義
貞
は

「
先
京
都
へ
引
返
シ
テ
字
治

・
勢
多
ヲ
支

テ
コ

ソ
、
合
戦
ヲ
致
サ
メ
」
と
し
て
、

勅
使
と
と
も
に
上
洛
し
た。

と
こ
ろ
で
、

こ
の
勅
使
派
遣
記
事
の
前
に
は
、
⑧
に
続
い
て

「其
比
何
カ
ナ

ル
鳴
呼
ノ
者
カ
シ
タ
リ
ケ
ン
。
内
裏
/
陽
明
門
ノ
一扉ニ、

一
首
ノ
狂
歌
ヲ
ゾ
書

タ
リ
ケ
ル
。
賢
王
ノ
横
言
ニ
成
ル
世
中
ハ
上
ヲ
下
へ
ゾ
蹄
シ
タ
リ
ケ
ル
」
と
の

記
述
が
あ
る
。

③
1
⑬
の
朝
敵
峰
起
詳
細
情
報
の
次
に
、

⑤
で
情
報
が
空
間
的
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に
拡
張
さ
れ
、
京
都
(
朝
廷
側
)
の
動
揺
が
描
か
れ
る
が
、
狂
歌
記
事
は
、
こ

の
第
六
章
が
「
朝
敵
蜂
起
」
を
描
き
つ
つ
も
、
「
敵
」
を
批
判
的
に
叙
述
す
る

の
で
は
な
く
、
「朝
」
の
方
に
脹
胎
す
る
峰
起
要
因
を
暗
示
し
、
次
の
勅
使
の

龍
馬
急
死
の
「
不
思
議
」
へ
と
結
び
つ
い
て
い
く
。

第
七
章
は
、
建
武
三
年
(
一
二
三
六
)
年
頭
に
つ
い
て
、
「
去
程

ニ
改
年
立

蹄
レ
共
、
内
裏
目一
ハ
朝
奔
モ
ナ
シ
。
節
舎
モ
行
レ
ズ
」
と
い
う
静
的
異
常
さ
と
、

「
京
白
川
ニ
ハ
、
家
ヲ

コ
ボ
チ
テ
堀
ニ
入
レ
、
財
賓
ヲ
積
デ
持
運
ブ
」
と
い
う

「
物
騒
グ
見
へ
」
る
異
常
さ
と
の
叙
述
で
始
ま
る
。
そ
し
て
、
「
将
軍
巳
ニ
八
十

高
騎
ニ
テ
美
濃
・
尾
張
へ
著
給
ヌ
」
を
初
め
と
し
て
、

「
四
園
ノ
御
敵
」
の
接

近
、
「
山
陰
道
ノ
朝
敵
」
の
大
江
山
越
え
等
の
情
報
の
交
錯
に
よ
っ
て
、

「召
ニ

廃
ジ
テ
上
リ
集
タ
ル
園
々
の
軍
勢
共
」
が
逃
走
し
た
た
め
、
洛
中
に
残
る
の
は

「勇
ル
気
色
」
も
な
い
「

一
高
騎
マ
デ
モ
ア
ラ
ジ
」
と
思
わ
れ
る
軍
勢
で
あ
っ

た。
そ
こ
で
、

「軍
勢
ノ
心
ヲ
勇
マ
セ
ン
篤
」
に、

「今
度
ノ
合
戦
-
一
於
テ
忠
ア
ラ

ン
者
ニ
ハ
、
不
日
ニ
恩
賞
行
ハ
ル
ベ
シ
」
と
決
断
所
に
壁
書
が
貼
り
出
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
壁
書
の
末
尾
に
は
「
カ
ク
計
タ
ラ
サ
セ
給
フ
総
言
ノ
汗
ノ
如

ク
ニ
ナ
ド
ナ
カ
ル
ラ
ン
」
と
い
う
「
例
ノ
落
書
」
(
傍
点
筆
者
。
以
下
同
じ
)

が
記
さ
れ
た
。

正
月
七
日
、
新
田
義
貞
が
内
裏
よ
り
退
出
し
て
軍
勢
の
手
分
け
を
し
た
。
①

勢
多
(
瀬
田
)
へ
は
名
和
長
年
勢
二
千
騎
、
②
宇
治
へ
は
楠
木
正
成
勢
五
千
余

騎
、
③
山
崎
へ
は
脇
屋
義
助
を
大
将
と
し
て
、
洞
院
公
泰
・
文
観
僧
正
ら
七
千

余
騎
、
④
大
渡
へ
は
新
田
義
貞
を
総
大
将
と
す
る

一
万
余
騎
、
と
い
う
派
遣
と

な
っ
た
(
前
記
の

「一

高
騎
マ
デ
モ
ア
ラ
ジ
」
と
組
厳
す
る
が
)
。
い
ず
れ
も
、

川
に
乱
杭
を
打
っ
た
り
、
橋
板
を
引
落
と
し
た
り
し
て
、
敵
の
攻
撃
を
防
ご
う

と
し
た
が
、
②
で
は
「
敵
ニ
心
安
ク
陣
ヲ
取
セ
ジ
」
と
し
て
建
物
を
焼
払
っ
た

と
こ
ろ
、
平
等
院
の
仏
閣

・
宝
蔵
ま
で
も
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
事
が
「
浅
猿
ケ

レ
」
と
記
さ
れ
、
③
で
は

「賓
寺
ヨ
リ
川
端
マ
デ
扉
ヲ
塗
リ
堀
ヲ
ホ
リ
テ
、
一
回
同

櫓

・
出
櫓
三
百
飴
箇
所
-
一
カ
キ
隻
ベ
」
た
も
の
の
、

「此
陣
ノ
軍
ハ
カ
片
¥
シ

カ
ラ
ジ
ト
ゾ
見
ヘ
タ
リ
ケ
ル
」
と
記
さ
れ
る
。

一
方
、
将
軍
(
尊
氏
)
は
「
八
十
高
騎
」
を
率
い
て
、
正
月
七
日
に
近
江
国

伊
岐
洲
社
に
立
籍
る
山
法
師
三
百
余
騎
を
撃
破
し
、
八
日
に
石
清
水
八
幡
宮
の

山
麓
に
陣
取
っ
た
。
細
川
定
禅
は
、
四
国

・
西
国
勢
を
率
い
て
、
正
月
七
日
に

播
磨
国
大
蔵
谷
(
明
石
)
に
到
着
、
京
都
よ
り
逃
げ
下
っ
て
き
た
赤
松
範
資
と

出
会
い
、
「
元
弘
ノ
佳
例
」
と
し
て
範
資
を
先
陣
と
す
る
二
万
三
千
余
騎
で
、

八
日
午
刻
に
摂
津
国
の
芥
川
に
陣
取
っ
た
。
丹
波
の
久
下

・
波
々
伯
部

・
酒
井

ら
は
、
但
馬
・
丹
後
勢
と
合
流
し
た
六
千
余
騎
に
て
、
西
山
の
峯
の
堂
に
立
籍

る
二
条
師
墓
を
追
落
と
し
、
大
江
山
の
峠
に
筈
火
を
焚
い
た
。

京
都
側
は
「
時
ニ
一
取
テ
弱
カ
ラ
ン
方
へ
向
ベ
シ
」
と
し
て
、
江
田
行
義
を
大

将
と
す
る
三
千
余
騎
が
正
月
八
日
暁
に
大
江
山
へ
押
し
寄
せ
て
丹
波
勢
を
撃
破

し
た
。正
月
九
日
辰
刻
、
大
渡
の
西
の
橋
詰
に
押
し
寄
せ
た
尊
氏
勢
は
、
渡
河
の
方

法
を
思
案
し
て
「
時
移
ル
マ
デ
」
控
え
て
い
た
。
す
る
と
、
官
軍
側
か
ら
「
ハ

ヤ
リ
ヲ
ノ
者
共
ト
見
ヘ
タ
ル
兵
百
騎
計
」
が
川
端
に
出
て
、
丹
波
勢
の
敗
北
を

告
げ
る
と
と
も
に
、
治
承
・
元
暦
の
字
治
川
合
戦
の
先
例
を
引
い
て
「
聾
々
ニ

欺
テ
、
綴
ヲ
敵
テ
附
ト
笑
」
っ
た
。
そ
の
た
め
、
武
蔵

・
相
模
の
兵
二
千
余
騎

39 
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が
馬
で
川
に
乗
り
入
れ
よ
う
と
し
た
が
、
執
事
の
高
師
直
が
制
し
て
「
在
家
ヲ

コ
ボ
チ
テ
、
筏
ニ
組
デ
渡
」
る
よ
う
に
命
じ
た
の
で
、
兵
達
も
そ
れ
に
従
っ
た
。

し
か
し
、
筏
で
渡
ろ
う
と
し
た
武
蔵

・
相
模
の
五
百
余
人
は
、
川
中
の
乱
杭
な

ど
の
た
め
に
動
き
が
と
れ
な
く
な
っ
た
と
こ
ろ
を
矢
の
攻
撃
を
受
け
、
筏
も
壊

れ

「皆
水
ニ
溺
レ
テ
」
し
ま
っ
た
。

そ
の
後
、
橋
上
の
櫓
に
い
た
官
軍
側
の
武
士
が
、
や
は
り
治
承
の
宇
治
川
合

戦
の
例
を
引
き
つ
つ

「只
、
橋
ノ
上
ヲ
渡
テ
手
攻
ノ
軍
-
一
我
等
ガ
手
ナ
ミ
ノ
程

ヲ
御
覧
ジ
候
へ
」
と
「
敵
ヲ
欺
キ
恥
シ
メ
テ
ア
ザ
咲
」
っ
た
。
こ
れ
を
聞
い
た

師
直
陣
の
「
大
力
ノ
早
業
、
打
物
取
テ
名
ヲ
知
ラ
レ
タ
ル
」
野
木
頼
玄
と
い
う

武
士
が
、

「数
鳶
騎
ノ
敵
御
方
立
合
テ
見
ケ
ル」

中
を
、
矢
を
掻
い
く
ぐ
り
な

が
ら
橋
桁
を
渡
り
、
敵
陣
の
櫓
を
倒
そ
う
と
し
た
た
め
、
櫓
上
の
射
手
四
五
十

人
は
、
二
の
木
戸
内
へ
逃
げ
込
ん
だ
。
そ
れ
を
見
て
、

「
ス
ハ
ヤ
敵
ハ
引
ゾ」

と
、
「
参
河
・
遠
江
・

美
濃
・
尾
張
ノ
ハ
ヤ
リ
雄
ノ
兵
共
千
齢
人
」
が

「
我
前

ニ
ト
セ
キ
合
テ
」
渡
ろ
う
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
橋
桁
四
五
聞
が
折
れ
、
川
中

に
落
ち
流
さ
れ
た
兵
達
は
爆
笑
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
中
、
「
水
練
サ

へ
達

者
」
で
あ
っ
た
野
木
頼
玄
だ
け
は
、

「橋
ノ
板

一
枚
ニ
乗
リ
、
長
万
ヲ
樟
-
一
指

テ
」
帰
陣
し
た
。

足
利
勢
が
攻
め
あ
ぐ
む
中
、
赤
松
貞
範
の
も
と
に
兄
範
資
の
自
筆
書
状
が
届

い
た
。
そ
れ
に
は
、
細
川
定
機
と
と
も
に

「
今
日
己
芥
河
ノ
宿
ニ
著
候
也
。
翌

日
十
日
辰
刻
ニ
ハ
、
山
崎
ノ
陣
へ
推
寄
テ
、
合
戦
ヲ
致
ス
ベ
キ
ニ
テ
候
。
此
由

ヲ
又
将
軍
へ
申
サ
シ
メ
給
フ
ベ
シ
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
報
告
を
受
け
た
足
利

勢
は
、
大
い
に
喜
び
合
っ
た
。

予
定
通
り
細
川
定
禅
は
二
万
余
騎
で
桜
井
宿
の
東
に
出
兵
し
た
。
川
沿
い
に

一ー咽司-

二
千
余
騎
で
出
陣
し
た
赤
松
範
資
の
旗
紋
を
見
て
、
赤
松
貞
範
は
小
舟
三
一般に

乗
っ
て
渡
河
し
、
兄
弟
は
涙
の
再
会
を
果
た
し
た
。

こ
う
し
て
始
ま
っ
た
「
山
崎
ノ
合
戦
」
は
、
降
人
が
続
出
す
る
中
、
「
討
残

サ
レ
タ
ル
官
軍
三
千
絵
騎
」
が
退
却
、
さ
ら
に
「
敵
皇
居
に
飽
入
リ
ヌ
ト
費
ル

ゾ
。
主
上
ヲ
先
山
門
へ
行
幸
成
奉
テ
コ

ソ
、
心
安
合
戦
ヲ
モ
セ
メ
」
と
考
え
た

新
田
義
貞
も
義
助
と
と
も
に
都
に
戻
ろ
う
と
し
た
。
そ
れ
を
追
撃
す
る
細
川
定

機
軍
を
、

義
貞
達
の
入
京
を
助
け
る
た
め
に
、
後
陣
の
新
田
義
顕
は
、
必
死
の

奮
戦
に
よ
っ
て
防
ぎ
つ
つ
、
「
鎧
ノ
袖
モ
宵
ノ
シ

コ
ロ
モ
、
皆
切
落
サ
レ
テ
、

深
手
ア
マ
タ
所
負
」
い
、
「
半
死
半
生
ニ
切
成
サ
レ
テ
、
僅
ニ
都
へ
筒
」
っ

た
。

第
八
章

・
九
章
は
京
都
側
の
動
き
を
描
く
。

「山
崎
・

大
渡
ノ
陣
破
レ
ヌ
」

と
の
報
に
、

「
京
中
ノ
貴
賎
上
下
」
は
「
周
章
フ
タ
メ
キ
倒
レ
迷
」
い
、
車
馬

が
「
東
西
ニ
馳
違」

っ
て
「
戴
物
・
財
賓
ヲ
上
下
へ
持
運
」
ん
だ
。

後
醍
醐
天
皇
は
コ
二
種
ノ
神
器
ヲ
玉
健
ニ
ソ
へ

テ
、
鳳
輩
ニ
召
サ
レ
」
た
も

の
の
、
駕
輿
丁
が

一
人
も
い
な
か
っ
た
た
め
、

「
四
門
ヲ
堅
テ
候
武
士
共
」
が

「鎧
著
ナ
ガ
ラ
徒
立
-一
成
テ
」
供
奉
し
た
。
牛
車
を
急
が
せ
て
御
所
に
着
い
た

吉
田
内
大
臣
定
房
が
「
御
所
中
ヲ
走
廻
テ
見
」
た
と
こ
ろ

「
近
侍
ノ
人
々
モ
周

章
タ
リ
ケ
リ
ト
質
テ
、
明
星

・
日
ノ
札
・

一
一間
ノ
御
本
曾
マ
デ
、
皆
捨
置
カ
レ
」

て
い
た
の
で
、
「心
閑
ニ
青
侍
共
ニ
執
持
セ
」
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ

の
場
面
で

も

「如
何
カ
シ
テ
見
落
シ
給
ヒ
ケ
ン
、
玄
象

・
牧
馬
・

達
磨
ノ
御
袈
裟

・
毘
須

淘
摩
ガ
作
シ
五
大
等
、
取
落
サ
レ
ケ
ル
コ
ソ
浅
猿
シ
ケ
レ
」
と
記
さ
れ
る
。

や

が
て
、
新
田
義
貞

・
義
助
ら

「
二
蔦
鈴
騎
」
が
「
鳳
輩
ノ
跡
ヲ
守
禦
シ
テ
」
東

坂
本
へ
向
か

っ
た
。
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そ
の
中
、

「大
渡
ノ
手
」
に
向
か
っ
た
信
濃
国
の
住
人
勅
使
川
原
丹
三
郎
は
、

宮
軍
の
敗
北
・
主
上
の
都
落
ち
を
知
り
、
「
我
何
/
顔
有
テ
ヵ
、
亡
朝
ノ
臣
ト

シ
テ
、
不
義
ノ
逆
臣
ニ
順
ハ
ン
ヤ
」
と
、
父
子
三
騎
で
三
条
河
原
か
ら
引
返
し
、

「
鳥
羽
ノ
造
路
・
羅
精
門
ノ
透
ニ
テ
、
腹
カ
キ
切
テ
」
死
ん
だ
。

第
九
章
。
瀬
田
を
守
護
し
て
い
た
名
和
長
年
は
、
「
山
崎
ノ
陣
破
レ
テ
、
主

上
早
東
坂
本
へ
落
サ
セ
給
ヌ
」
と
聞
き
、

「是
ヨ
リ
直
ニ
坂
本
へ
馳
参
ラ
ン
ズ

ル
事
ハ
安
ケ
レ
共
、
今

一
度
内
裏
へ
馳
マ
イ
ラ
デ
直
ニ
落
行
ン
ズ
ル
事
ハ
、
後

難
ア
ル
ベ
シ
」
と
考
え
、
三
百
余
騎
で
「
十
日
ノ
暮
程
三
帰
京
し
た
。
そ
し

て
「
十
七
度
マ
デ
戦
」
っ
て
百
騎
ば
か
り
に
な
っ
た
長
年
は
、
「
内
裏
ノ
置
石

ノ
透
ニ
テ
、
馬
ヨ
リ
ヲ
リ
胃
ヲ
脱
ギ
、
南
庭
ニ
脆
」
き
、
荒
廃
し
た
内
一
一
塁
に
落

涙
し
た
後
、
東
坂
本
へ
と
向
か
っ
た
。

そ
の
後
、
「
四
園
・
西
園
ノ
兵
共
」
が
洛
中
に
乱
入
し
火
を
放
っ
た
た
め
、

「
猛
火
内
裏
ニ
懸
テ
、
前
殿
后
宮
・
諸
司
八
省
・

三
十
六
殿
十
二
門
、
大
慶
ノ

構
へ
、
徒
ニ
一
時
ノ
灰
燈
ト
成
」
っ
て
し
ま
っ
た
。

正
月
十

一
日
の
「
将
軍
八
十
高
騎
」
の
入
京
が
記
さ
れ
る
の
が
第
十
章
。
そ

し
て
、
後
醍
醐
天
皇
か
ら

「武
ロ
ナ
キ
者
也
ト
深
ク
滋
マ
レ
進
セ
テ
、
朝
恩
ニ

誇
ル
事
傍
-
一
人
ナ
キ
ガ
如
」
き
で
あ
っ
た
結
城
親
光
は
、
「
此
世
ノ
中
、
ト
テ

モ
今
ハ
墓
々
シ
カ
ラ
ジ
」
と
思
い
、

「イ
カ
ニ
モ
シ
テ
将
軍
ヲ
ネ
ラ
イ
奉
ラ
ン

箆
ニ
、
態
ト
都
ニ
落
止
」
ま
っ
た
。
親
光
が
禅
僧
を
介
し
て
尊
氏
に
降
参
を
申

し
入
れ
た
と
こ
ろ
、
尊
氏
は
「
誠
ノ
降
参
ニ
テ
ハ
ア
ラ
ジ
、
只
等
氏
ヲ
タ
パ
カ

ラ
ン
震
ニ
テ
ゾ
ア
ル
ラ
ン
。
乍
レ
去
事
ノ
様
ヲ
聞
カ
ン
L

と
し
て
、
大
友
貞
載

を
送
っ
た
。
と
こ
ろ
が
「
元
来
少
シ
思
慮
ナ
キ
者
」
で
あ
っ
た
貞
載
が
親
光
に

向
か
っ
て
「
降
人
ノ
法
ニ
テ
候
へ
パ
、
御
物
具
ヲ
解
セ
給
ヒ
候
ベ
シ
」
と
「
ア

ラ
、
ヵ
ニ
」
告
げ
た
た
め
、
親
光
は
「
サ
テ
ハ
将
軍
ハ
ヤ
我
心
中
ヲ
推
量
有
テ
、

打
手
ノ
使
ニ
大
友
ヲ
出
サ
レ
タ
リ
」
と
判
断
し
て
、

「一
二
尺
八
寸
ノ
太
刀
ヲ
振

テ
」
貞
載
に
斬
り
付
け
た
。
貞
載
が
太
万
を
抜
け
ぬ
ま
ま
落
馬
し
て
死
ん
だ
の

を
見
た
「
大
友
ガ
若
黛
三
百
録
騎
」
は
、

「結
城
ガ
手
ノ
者
十
七
騎
ヲ
中
ニ
取

箆
テ
」
斬
り
か
か
り
、

「
一
所
ニ
テ
十
四
人
マ
デ
」
討
た
れ
て
し
ま
っ
た
。

第
十
一
章
。
東
坂
本
に
臨
幸
し
た
後
醍
醐
天
皇
は

「大
宮
ノ
彼
岸
所
」
を
御

座
所
と
し
た
も
の
の
、
山
門
の
大
衆
が

一
人
も
参
向
し
な
い
た
め
、
「
サ
テ
ハ

衆
徒
ノ
心
モ
嬰
ジ
ヌ
ル
ニ
ヤ
ト
叡
慮
ヲ
悩
サ
レ
」
て
い
た
。
そ
こ
に
参
上
し
た

藤
本
房
英
憲
僧
都
が
「
申
出
タ
ル
言
モ
ナ
ク
泊
ヲ
流
シ
テ
大
床
ノ
上
一
一
畏
テ
」

い
る
の
を
御
簾
越
し
に
見
た
帝
は
、
「
自
震
筆
ヲ
染
ラ
レ
テ
御
願
書
ヲ
ア
ソ
パ

サ
レ
」
て
、

「固
定
ヲ
大
宮
ノ
神
殿
ニ
寵
ヨ
ト
仰
セ
下
サ
レ
」
た
の
で
、
英
憲
は

そ
れ
に
随
っ
た
。

暫
く
し
て
、
円
宗
院
法
印
定
宗
が

「同
宿
五
百
鈴
人
」
を
連
れ
て
参
上
し
た

と
こ
ろ
、
帝
は

「大
ニ
叡
感
有
テ
」
定
宗
を

「大
床
-
一
召
」
れ
た
。
定
宗
は
伝

教
大
師
の
開
基
以
来
の
山
門
の
存
在
意
義
を
語
り

「今
逆
臣
朝
廷
ヲ
危
メ
ン
ト

ス
ル
ニ
依
テ
、
恭
モ
董
同
一
来
ノ
聖
主
、
五
口
山
ヲ
御
滋
ア
ッ
テ
、
臨
幸
成
テ
候
ハ
ン

ズ
ル
ヲ
、
編
シ
申
ス
衆
ハ
、

一
人
モ
ア
ル
マ
ジ
キ
ニ
テ
候
。
身
不
肖
ニ
候
へ
共
、

定
宗

一
人
忠
貞
ヲ
存
ズ
ル
程
ナ
ラ
パ
、

三
千
ノ
衆
徒
、
武
ロ
ハ
ア
ラ
ジ
ト
恩
食

シ
候
ベ
シ
」
と
述
べ
て
、
官
軍
の
宿
泊
の
手
配
を
し
た
。

そ
の
後
、
南
岸
坊
僧
都
の
道
場
坊
祐
覚
が

「同
宿
千
齢
人
」
を
連
れ
て
参
向

し
、
大
衆
に
連
絡
を
と
っ
た
の
で
、

コ
一
千
の
衆
徒
は

「悉
ク
甲
宵
ヲ
稽
シ
テ
馳

参
」
り
、
「
官
軍
ノ
兵
椴
ト
テ
、
銭
貨
六
寓
貫
・
米
穀
七
千
石
」
を
「
波
止
土
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濃
ノ
前
ニ
積
」
ん
だ
。
祐
覚
が
、
そ
れ
ら
を
配
分
し
た
と
こ
ろ
、
「
サ
テ
コ
ソ

未
曹
王
山
王
モ
、
我
君
ヲ
捨
サ
セ
給
ハ
ザ
リ
ケ
リ
」
と
「
敗
軍
ノ
士
卒
悉
ク
」

が
「
窓
モ
シ
キ
事
」
に
思
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

巻
十
四
後
半
部
の
展
開
を
見
て
来
る
と
、
「
将
軍
」
足
利
尊
氏
の
動
き
に
呼

応
し
て
、
西
日
本
を
中
心
に
、
あ
た
か
も
噴
出
す
る
か
の
よ
う
に
蜂
起
し
た

「
朝
敵
」
の
動
き
が
、
否
定
的
で
は
な
く
描
か
れ
て
い
る
事
が
わ
か
る
。

た
と
え
ば
、
第
七
章
の
大
渡
合
戦
に
於
て
、
官
軍
側
の
挑
発
に
乗
せ
ら
れ
渡

河
し
よ
う
と
焦
る
武
蔵

・
相
模
の
武
士
達
は
、

高
師
直
の
制
止
に
従
っ
た
こ
と

で
、
「
二
千
絵
騎
」
で
は
な
く
「
五
百
徐
人
」
の
犠
牲
で
済
ん
だ
。

又
、
「
参
河

・
遠
江

・
美
濃

・
尾
張
ノ
ハ
ヤ
リ
雄
ノ
兵
共
千
絵
人
」
は
、
橋

桁
が
折
れ
て
水
中
に
落
下
す
る
が
、
こ
の
場
面
も
『
平
家
物
語
』

・
『
源
平
盛

衰
記
』
の
「
筒
井
浄
妙
・
矢
切
但
馬
」
と
比
較
さ
れ
る
形
で
描
か
れ
て
い
る

「野
木
輿
一
兵
衛
入
道
頼
玄
」
の
、
奮
戦
及
び
た
っ
た

一
人
の
帰
還
と
の
対
比

(注
3
)

と
し
て
描
か
れ
て
い
る
た
め
、
む
し
ろ
頼
玄
の
方
を
英
雄
的
に
形
象
す
る
結
果

と
な
っ
て
い
る
。

山
崎
合
戦
に
於
て
は
、
「
元
弘
/
佳
例
ニ
任
セ
テ
」
赤
松
範
資
が
ま
ず

「矢

合
ヲ
ス
ベ
シ
ト
、
粂
テ
定
メ
ラ
レ
」
て
い
た
の
に
「
播
磨
ノ
紀
氏
ノ
者
共
」
が

「
三
百
齢
騎
抜
懸
シ
テ

一
番
ニ
押
寄
セ
」
た
も
の
の
、
官
軍
側
の
五
百
余
騎
に

攻
め
ら
れ
「
一
積
モ
タ
マ
ラ
ズ
追
立
ラ
レ
テ
、
四
方
ニ
逃
散
」
っ
た
。

た
だ
、
こ
の
場
面
も
、
規
律
違
反
の
紀
氏
(
浦
上
氏
)
一
族
は
、
巻
三
の
高

一ー司『

橋
・
小
早
河
の
よ
う
に
、
噺
笑
の
対
象
と
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、

二
番
手
の

「
坂
東

・
坂
西
ノ
兵
共
二
千
絵
騎
」
と

「城
中
ノ
大
将
脇
屋
右
衛
門
佐
義
助
ノ

兵
、
弁
字
都
宮
美
濃
将
監
泰
藤
ガ
紀
清
爾
黛
二
千
幹
部
騎
」
と
の
互
角
の
攻
防
の

後
の
、
細
川
・
赤
松
の
大
軍
の
攻
撃
に
よ
っ
て
、
官
軍
が
「
叶
ハ
ジ
ト
ヤ
恩
ヒ

ケ
ン
、
引
返
シ
テ
城
ノ
中
ニ
引
箆
」

っ
た
、
と
描
く
漸
層
的
叙
法
の
第

一
段
階

と
し
て
描
か
れ
て
い
る
、
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
九
章
の

「
四
園

・
西
園
ノ
兵
共
」
の
放
火
に
よ
る
内
裏
炎
上
に

つ
い
て
、

「
越
王
呉
ヲ
亡
シ
テ
姑
蘇
城

一
片
ノ
煙
ト
ナ
リ
、
項
羽
秦
ヲ
傾
テ
、
威
陽
宮
三

月
ノ
火
ヲ
盛
ニ
セ
シ
、
呉
越

・
秦
楚
ノ
古
モ
、
是
ニ
ハ
ヨ
モ
過
ジ
ト
、
滋
猿
カ

リ
シ
世
間
ナ
リ
」
と
記
さ
れ
る
の
が
、
い
さ
さ
か
の
批
判
を
含
む
慨
嘆
で
あ
る
。

な
お
、
長
年
が
帰
京
し
た
と
の
記
述
の
後
に
「
今
日
ハ
悪
日
ト
テ
将
軍
未
都

へ
ハ
入
給
ハ
ザ
リ
ケ
レ
共
、
四
園
・
西
圏
の
兵
共
、
数
寓
騎
打
入
テ
、
京
白
川

ニ
充
満
タ
レ
パ
」
と
あ
り
、
「
将
軍
」
と

「
四
園

・
西
園
ノ
兵
共
」
と
を
区
別

し
、
内
裏
炎
上
の
罪
が
「
将
軍
」
に
は
な
い
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。

一
方
、
朝
廷
側
に
つ
い
て
見
る
と
、
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
第
六
章
の
狂

歌
の

「賢
王
ノ
横
言
」
、
第
七
章
の
落
書
の

「
タ
ラ
サ
セ
給
フ
給
言
」

と
い
う

語
句
が
内
包
す
る
批
判
の
矢
は
、
明
ら
か
に
後
醍
醐
天
皇
に
向
け
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
。

又
、
第
六
章
に
お
け
る
勅
使
の
「
龍
馬
」
が
急
死
す
る
記
述
は
、
忠
諌
の
臣
・

万
里
小
路
藤
房
に
遁
世
を
決
意
さ
せ
た
巻
十
三
第

一
章

・
第
二
章
を
想
起
さ
せ

る
も
の
で
あ
る
。

更
に
、
第
八
章
で
「
心
閑
ニ
」
行
動
し
た
吉
固
定
房
に
さ
え
も

「見
落
シ
」

が
あ
っ
た
事
を

「浅
猿
シ
ケ
レ
」
と
記
し
た
後
の
「
此
二
三
年
ノ
問
天
下
僅
ニ

-42-
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一
統
ニ
シ
-
7
、
朝
恩
ニ
誇
リ
シ
月
卿
雲
客
、
指
タ
ル
事
モ
ナ
キ
ニ
、
武
具
ヲ
幡

、
、
、
弓
馬
ヲ
好
ミ
テ
、
朝
義
道
-一
違
ヒ
、
種
法
則
ニ
背
シ
モ
、
早
ヵ
、
ル
不
思
議

出
来
ル
ベ
キ
前
表
也
ト
、
今
コ

ソ
恩
ヒ
知
ラ
レ
タ
レ
」
と
い
う
一
文
は
、
京
都

側
の
公
家
達
に
対
す
る
因
果
論
的
な
批
判
で
あ
り
、
新
田
義
貞
達
が
供
奉
し
て

の
都
落
ち
に
つ
い
て
の

「事
ノ
騒
シ
カ
リ
シ
有
様
タ
〈
安
稼
山
ガ
達
関
ノ
軍
ニ
、

官
軍
忽
ニ
打
員
テ
、
玄
宗
皇
帝
自
ラ
萄
ノ
図
へ
落
サ
セ
給
シ
ニ
、
六
軍
翠
花
ニ

随
テ
、
銀
閣
ノ
雲
ニ
迷
シ
ニ
異
ナ
ラ
ズ
」
の

一
文
に
も
、
冷
や
か
な
視
線
が
含

ま
れ
て
い
る
。

勿
論
、
朝
廷
側
に
も
、
義
を
重
ん
じ
て
自
害
し
た
勅
使
川
原
父
子
、
内
裏
の

へ注
4
)

荒
廃
を
見
て
落
涙
す
る
名
和
長
年
、
尊
氏
の
命
を
狙
っ
た
も
の
の
果
た
せ
ず
に

討
死
し
た
結
城
親
光
な
ど
、
存
在
感
を
見
せ
る
個
人
の
動
き
も
あ
り
、
巻
末
に

描
か
れ
る
山
門
大
衆
の
協
力
的
姿
勢
は
帝
を
安
堵
さ
せ
る
も
の
で
は
あ
る
。

し
か
し
、
官
軍
側
に
は
降
人
が
目
立
つ
の
に
対
し
て
、

「将
軍
」
側
は
、
第

(注
5
)

十
章
の
末
尾
に
西
源
院
本
の
み
が
載
せ
て
い
る
「
将
軍
ノ
運
ノ
程
コ
ソ
ツ
ヨ
カ

リ
ケ
ル
ト
費
タ
リ
」
と
の
一
文
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
「
運
」
さ
え
も
が
尊

氏
に
味
方
し
て
い
る
。

諸
国
で
蜂
起
し
た
武
士
達
は
、
「
朝
敵
」
と
い
う
用
語
で
記
述
さ
れ
て
い
る

(注
6
)

も
の
の
、
「
将
軍
の
御
教
書
」
を
こ
そ
重
く
考
え
て
挙
兵
し
た
と
見
る
こ
と
が

で
き
る
。

前
半
部
で
は
、
新
田
義
貞
と
足
利
尊
氏
と
が
対
決
す
る
形
で
描
か
れ
て
い
た

巻
十
四
で
あ
っ
た
が
、
尊
氏
が
「
朝
敵
」
側
と
な
る
後
半
部
に
至
っ
て
(
も
っ

と
も
、
諸
国
で
挙
兵
し
た
武
士
達
に
対
し
て
は

「朝
敵
」
の
語
が
付
け
ら
れ
て

は
い
て
も
、
尊
氏
個
人
を
「
朝
敵
」
と
呼
ぶ
わ
け
で
は
な
い
て
尊
氏
は
、
後

醍
醐
天
皇
と
対
峠
す
る
存
在
と
し
て
は

「朝
敵
」
で
あ
り
つ
つ
も
、
む
し
ろ
、

「
将
軍
」
と
い
う
用
語
こ
そ
が
、
建
武
三
年
正
月
の
時
点
に
お
け
る
足
利
尊
氏

を
立
体
感
あ
る
存
在
と
し
て
描
く
ー
ー
ー
そ
の
よ
う
に
形
象
し
て
い
る
の
が
巻

十
四
後
半
部
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

現
に
、
第
十
章
の
「
将
軍
」
入
洛
の
記
述
に
続
け
て

「粂
テ
ハ
合
戦
事
故
ナ

ク
シ
テ
入
洛
セ
パ
、
持
明
院
殿
ノ
御
方
ノ
院

・
宮
々
ノ
御
中
-二
人
御
位
ニ
即

奉
テ
、
天
下
ノ
政
道
ヲ
パ
武
家
ヨ
リ
計
ヒ
申
ベ
シ
ト
、
議
定
セ
ラ
レ
タ
リ
ケ
ル

ガ
、
持
明
院
ノ
法
皇
・
儲
王
・
儲
君

一
人
モ
残
ラ
セ
給
ハ
ズ
、
皆
山
門
へ
御
幸

成
タ
リ
ケ
ル
問
、
将
軍
自
ラ
高
機
ノ
政
ヲ
シ
給
ハ
ン
事
モ
叶
フ
マ
ジ
、
天
下
ノ

事
如
何
ス
ベ
キ
ト
案
ジ
煩
フ
テ
ゾ
オ
ハ

シ
ケ
ル
」
と
あ
り
、
尊
氏
が

「将
軍
」

と
し
て
「
天
下
ノ
事
」
に
視
線
を
向
け
て
い
る
こ
と
も
確
認
で
き
る
。
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(注
1
)
大
森
北
義
氏
は
「
『
太
平
記
』
は
、

鎌
倉
に
お
い
て
有
り
う
る
筈
の

な
い
直
義
ら
の
H

謀
計
H

を
設
定
し
た
上
、
す
で
に
発
行
さ
れ
て
い

た

「給
旨
」
を
H

偽
も
の
H

で
代
置
す
る
な
ど
、
複
雑
な
虚
構
を
こ

こ
で
も
仕
組
ん
で
い
る
の
で
あ
る
」
(
『
「
太
平
記
」
の
構
想
と
方
産

・
明
治
書
院
)
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

(注
2
)
引
用
は
日
本
古
典
文
学
大
系
本
(
岩
波
書
庖
)
に
よ
る
。

(注
3
)

『
梅
松
論
』
(
京
大
本
に
よ
る
)
で
も
、
「
野
木
ノ
興

一
兵
衛
尉
弁
中

室
ノ
某
雨
入、

一
入
賞
千
ノ
萎
ヲ
ア
ラ
ハ
ス
問
、
将
軍
ヨ
リ
直
ニ
各

御
コ
シ
物
ヲ
給
シ
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

(注
4
)

『梅
松
論
(
京
大
本
)
』
に
は

「今
夜
十
日
成
刻
山
門
へ
臨
幸
ナ
ル
。

則
内
裏
焼
亡
ス
(
中
略
)
同
時
ニ
卿
相
雲
客
以
下
、
正
成
長
年
等
ガ
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宿
所
、
片
時
ノ
灰
燈
ト
ナ
リ
シ
ゾ
情
ナ
カ
リ
シ
」
と
あ
り
、
長
年
に

と
っ
て
は
自
分
の
宿
所
の
焼
失
へ
の
涙
も
あ
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。

(注
5
)
西
源
院
本
(
万
江
書
院
)
は
、
第
十

一
章
が
な
く
、
こ
の
第
十
章
で

巻
十
四
が
終
わ
る
。

(注
6
)

『
梅
松
論
(
京
大
本
)
』
に
も
「
四
圏
中
園
ノ
間
ニ
、
乗
日
御
教
室
百

ヲ
給
ル
輩
大
勢
ニ
テ
掻
津
園
河
内
漫
ニ
馳
付
ク
」
と
あ
る
。

一『司・... 

Osaka Shoin Women's University Repository




